
令和６年能登半島地震被災地⽀援本部会議
（第４回）

【日時】令和６年２月２０日（火）午後４時～４時30分

【場所】災害対策本部室（県庁第２庁舎３階）

【参加者】
知事、政策戦略本部、輝く鳥取創造本部、総務部、危機管理部、
福祉保健部、生活環境部、農林水産部、県土整備部、鳥取県市
長会、鳥取県町村会

※副知事、統轄監、総合事務所、市町村・消防・警察・自衛隊にはテレビ配信



＜目的＞

令和６年能登半島地震の被害状況とフェーズ変
化に応じた今後の本県の支援等を確認する。
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目的・次第

＜議題＞

１ 被害状況、志賀町の状況

２ 被災地への支援状況

３ 今後の取組
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被害状況（全国）

○人的・住家被害（消防庁被害報 ２月１６日時点）

≪死者の内訳≫
【石川県】七尾市５人、輪島市１０２人、珠洲市１０３人、羽咋市１人、志賀町２人、穴水町２０人 能登町８人
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被害状況（石川県全体）

○人的・住家被害（石川県被害報 ２月１６日時点）



5

被害状況（石川県全体）

○断水の状況（石川県被害報 ２月１６日時点）
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避難の状況（石川県全体）

○避難所の開設状況（石川県被害報 ２月１６日時点）
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自治体による対口支援の状況
受援団体 対口支援団体

石川県

志賀町 ◎愛知県、神奈川県、横浜市、鳥取県、岡山市、佐賀県

七尾市 ◎名古屋市、さいたま市、京都府、京都市、埼玉県

輪島市
◎三重県、東京都、川崎市、大阪府、大阪市、堺市、徳島県、北海道、
長野県、静岡市、岐阜県、愛媛県、広島県、山口県、高知県、熊本県、
北九州市、福岡市

穴水町 ◎静岡県、奈良県、栃木県、福岡県

珠洲市
◎浜松市、福井県、千葉県、千葉市、兵庫県、神戸市、山梨県、熊本
市、長崎県

能登町 ◎滋賀県、和歌山県、茨城県、宮城県、岩手県

加賀市 静岡市

羽咋市 長野県

中能登町 岐阜県

津幡町 相模原市

かほく市 群馬県

宝達志水町 札幌市

内灘町 仙台市、香川県

金沢市 仙台市、島根県

富山県

氷見市 福島県

高岡市 広島市

射水市 青森県

新潟県 新潟市 山形県、秋田県 ◎総括支援団体

２月１６日時点
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志賀町の復旧状況

西浦防災センター
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領家コミュニティセンター
富来活性化
センター
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富来防災センター
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旧土田小学校

16 5 徳田集会所
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里本江会館、
森之内公民館、給分会館

15 東小室会館

30 稗造公民館
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前浜集会所

6東増穂公民館

15
稲敷集会所
中浜集会所

○指定避難所
□自主避難所

【避難所】
水道等、ライフラインの復旧に従い、徐々に避難者数も減少

1/6 指定避難所14 避難者1,403 〈自主避難所含む〉
↓

2/16  指定避難所 8 避難者 582 〈自主避難所含む〉

避難所と避難者の状況（2/16時点）

文化ホール
45

【水道】
南部の志賀地域では全地区で復旧
被害の大きい北部の富来地域は２月末ごろ復旧の見込み

1/16 通水約1,690戸（19%）断水約7,110戸
↓

2/18 通水約8,205戸（93％）断水約 595戸

稗造防災センター

38

志賀町地域交流センター29

12 能登富士ふれあい文化センター

【災害ごみ】
受入数 富来野球場駐車場(1/17～)1,528t

旧志賀中グラウンド(1/29～)816.9t

※志賀町の災害廃棄物発生量：約29万トン（44年分）

【罹災証明】
申請受付 5,864件 調査実施 8,328棟 発行 2,393件

【応急仮設】
賃貸型:書類受付22件 建設型:97戸建設中
（2/5～18受付、申込195件、2/27までに入居者決定）

【公費解体手続】
開始時期未定

【ボランティア】
ニーズ件数 499件 キャンセル 45件 完了 191件 残り 263件
ボランティア受付 1,192人



鳥取県の支援状況

○志賀町及び石川県への職員派遣（1/5～）
これまで６０６名（県３１４名、市町村５８名、消防等２３４名）の職員を派遣
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○ふるさと納税代行受付（1/5～）
寄付金額 82,139,112円（3,627件） 2/19現在

○被災者受入支援総合相談窓口の開設（1/5～）
相談件数７件（鳥取県への避難受入れ３件、鳥取県への避難検討中４件）

○物資支援（1/5～）
・関西広域連合の調整により、七尾市役所へ県のブルーシート5,000枚を送付（1/5）

・全国知事会の要請により、石川県へ県内４市のブルーシート2,000枚を送付（2/16）

チーム区分 業務内容 派遣状況
活動中
人数

内訳
県 市町村

情報連絡員 現地との連絡調整 第12陣(2/18～2/24) 2 2
物資管理支援チーム 志賀町役場での支援物資の荷捌き 第13陣(2/18～2/23) 18 18
保健師チーム 避難所での健康状態の確認 第9陣(2/15～2/21) 3 2 1
被害認定調査チーム 罹災証明発行に係る被害認定調査 第4陣(2/18～2/24) 5 5

計 28 22 6

＜2/20現在の派遣状況＞

○職員災害応援隊の派遣（2/14～2/19）
被災家屋の片付け、ごみの搬出等の作業に従事する職員１０名を派遣、次陣派遣準備中

○石川県への保健医療福祉活動チーム等派遣（1/7～）
DMAT（1/７～・６チーム）、DWAT（1/21～7チーム）、日赤医療救護班（1/４～・４班）、JMAT鳥取（ 1/18～・11班）等

（DMAT・DWAT等全国団体
による調整派遣除く）



災害対応フェーズ
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志賀地域

緊急対応 応急対策 復旧 復興

人命救助 行方不明者捜索

避難所の開設

災害関連死の防止

応急給水

人的
支援

救助
医療
福祉

応急医療
災害時要配慮者のケア

ライフ
ライン

富来地域自治体職員の応急派遣（対口支援）

災害ボランティア支援

住まい

道路啓開

水道復旧

下水道復旧
施設復旧

電気・ガス・通信

災害廃棄物処理

自治体職員の中長期派遣
災害救助

派遣

応急危険度判定

仮設住宅の建設

被害認定

家屋の片付け

公費解体
家屋の再建支援

１週間～２か月発災直後 ２か月～数年

現在

災害の段階に応じ、必要な対応が変化

災害ケースマネジメント

応急トイレ対応

仮設入浴提供・洗濯支援



石川県志賀町及び石川県庁への知事訪問（2/17～18）
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富来地域

志賀地域

富来支所

２月１７日及び18日、本県が対口支援を行っている石川県志賀町及び石川県庁を訪問。

令和６年能登半島地震の現地復旧フェーズの変化に際し、甚大な被害を受けた被災地の状況
を現地で実際に把握し、今後の中長期支援の通筋及び本県の地震・津波対策に生かす。

【2/17】

○ 志賀町長と面談
・今後の復旧・復興に向けて、農業施設被害等の把握、公費による被害建物の除却、
施設の復旧工事、災害廃棄物の処理等に支援が必要ではないかという見通し

○ 対口支援自治体への挨拶
○ 志賀町へ派遣中の鳥取県職員等への激励・活動状況視察
○ 志賀町文化ホール視察

・寺谷建材（鳥取県）の給水タンク ・災害ボランティアセンター ・災害ごみ仮置場

○ 志賀町富来地区避難所等視察
・被害家屋 ・避難所 ・仮設住宅（トレーラーハウス） ・自衛隊入浴支援

○ 富来地区で活動中の鳥取県職員災害応援隊を激励・活動状況視察
○ 石川県庁で活動中の鳥取県職員等への激励

【2/18】
〇 石川県知事と面談

・これからは災害廃棄物の処理や仮設住宅設置など暮らしとなりわいの復興に

向かうので、引き続き支援をお願いしたい。

◆知事の石川県訪問日程◆



石川県志賀町で活動している職員災害応援隊等
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富来地域

志賀地域

富来支所

◆志賀町役場で活動中の派遣職員等 ◆富来地区で活動中の職員災害応援隊

12



今後の被災地支援

（新たな支援）
〇復興に向けた中長期的職員支援

専門職員の派遣等による長期的な復興支援

ひとまず対口支援による早期派遣を調整（農業土木、道路復旧、下水道復旧、公費解体
など）した後、総務省調整の中長期支援派遣と円滑につなげる

〇災害廃棄物の処理支援
災害廃棄物の具体的な搬入計画について要請がなされた際、県・市町村と協議の上、受
入等に向け速やかに準備・検討を進める

（継続）
〇被災家屋等の片付けなどの支援

県職員災害応援隊、災害ボランティアの派遣など継続的に支援

〇物品管理、避難所健康調査等の緊急対応
引き続き業務を継続しながら、業務合理化を図り、避難所縮小等に合わせて派遣規模を
検討

対口支援を行っている志賀町は、水道復旧等生活インフラの復旧が進み、避難所対応等の
応急期対応から、住民の生活復旧や施設等の復旧の段階にフェーズが移行しつつある。今
後必要な支援を継続しながら、復旧・復興を見据えた中長期の支援を行う。

［志賀町の支援ニーズ］今後の復旧・復興に向けた支援について、専門人材（技術職）の派遣
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